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アンケート調査（案）

～目的・対象・調査項目について～

資料３



アンケート調査で把握すること

生徒
社会保障の意義

や仕組みの理解

学校
現場

社会保障教育

の推進

厚生
労働
省

学校現場に即し

たモデル授業案

の開発

本事業の主体と目的

行動変容学力形成
（認知と心理の変容）

教材評価

・国民年金等に加入することに

対する納得感（次頁⑤）

・学習内容への理解の定着度

・学習目標への到達度

・各学習項目ごとの理解度
（次頁④）

・モデル授業で分からなかっ
た所

・生徒（実証校、４校１クラス）・教員（モデル授業の実施者）

・生徒は、授業において学習

内容への理解が進み、

学習指導要領が示す学力

を形成できているか。

・教材と、学習目標および生徒の
レディネスとの整合性（次頁①）

・授業準備や授業後の評価への
教材の役立ち（次頁②）

・授業での指導過程における教
材の貢献（次頁③）

・教材（モデル授業案や副教

材）は、教員の指導を支援

できているか。

アンケート

調査で

把握する

こと

アンケート

調査の

対象

想定される

調査項目

（追加として）

・教員：教員自身の理解や関心

（追加として）

・生徒：教材の分かり易さ

➢本事業の目的は生徒が社会保障について理解することですが、理解状況の捉え方として、教材評価・学力形成・行動変容の３つ
があると考えます。それぞれにおいて、アンケート調査で把握すること・対象・想定される調査項目を下図に示します。

社会保障教育の理解状況の捉え方案

・生徒（実証校、４校１クラス）

1頁

・国民年金等の意義を理解
しているか。



本アンケート調査の質問項目案

➢本アンケート調査の質問項目案について、把握する項目ごとの位置づけとその内容を下図に示します。

教材評価
（教員の指導への支援）

生徒の学力形成
認知・心理の変容
（何を学んだか）

生徒の行動変容

生徒は、授業において学習
内容への理解が進み、学習
指導要領が示す学力を形成
できているかを把握する。

アンケート

調査で

把握する

こと

①学習目標と教材

との整合性

②教員の指導計画

への教材の活用

③
授業での指導過程
における教材の貢献

④生徒の理解状況
⑤制度への評価と

加入への納得感
把握する

内容
教材（モデル授業案や副教
材）は、学習方針としての
学習指導要領と整合してい
るかについて把握する。

質問項目

（案）

a.教材は、学習指導要
領の目標に沿ったも
のとなっていると思い
ますか。

b.教材は、生徒の資質・
能力に沿った内容で
あると思いますか。

a.教材は、授業前の指
導計画や授業準備とし
て、活用しやすいもの
になっていますか。

b.教材は、授業後の生徒
の学力評価において、
活用しやすいものとなっ
ていますか。

教材は、指導計画へ位置け
ることが可能で、授業準備
や授業後の評価に活用で
きるかを把握する。

授業プロセス毎に、使用した

教材について、教員の説明

のしやすさや教材の説明力

について把握する。

※各モデル授業の学習
内容より、教材の貢
献度について質問を
設定する。

授業後における生徒の国
民年金等への評価や加入
への納得感について把握
する。

a.20歳になったら、国民
年金等の公的制度に
加入することに対して
納得できるか。

アンケート調査での質問項目案

主に授業前 主に授業中 授業後

2頁

※各モデル授業の学習内容
より、生徒の理解状況に
ついて質問を設定する。

※社会保障教育開発事業における過去のアンケート調査項目相当として、
教材・授業全体・制度への評価や感想について質問を設定する。

※他事業における類似のアンケート調査項目相当として、授業実施の諸条件について質問を設定する。

a.社会保障がリスクを皆で
支え合う制度であること
へのイメージが持てたか。



➢社会保障教育開発事業における過去のアンケート調査結果との比較を図るため、下表の紫文字部の項目を抽出しています。
➢生徒より、社会保障制度への評価・イメージや教材・授業全体への感想について、自由記述を含めて回答を得ます。

生徒向け

3頁

アンケートデータ①　教員7名 アンケートデータ②　教員5名 アンケートデータ③　教員5名

教員の関心
授業を行うことで、教員自身の社会保障

への関心度はどう変化したか

授業実施前のご自身の社会保険への関心の

度合いはどうでしたか

授業実施後のご自身の社会保険への関心の

度合いはどうでしたか

【授業前】問2. 先生ご自身、社会保障に関心がありますか?

【授業後】問4. 今回の授業を実施して、先生ご自身の社会保障への関心はどのように

変化しましたか?

授業や教材

の改善点等

授業の良かった点、教材の良い点や改善

点、授業に対する意見・感想について自

由記述

－

【授業後】問9.授業に関する意見・感想をお書きください。

【授業後】問10.授業の良かったと思われる点をお書きください。

【授業後】問11.次年度も授業を行う事を想定した場合、改善点がありましたらお書

きください。

【授業後】問13.今回の教材について良い点をお書きください。

【授業後】問14.今回の教材について不足している点・改善点をお書きください。

感想 社会保障全般への感想自由記述 － 【授業後】問12.社会保障全般についてどう思いますか?ご自由にお書きください。

本事業における過去のアンケート項目（抜粋）

教員向け



類似教育におけるアンケートの特徴

➢社会保障教育と目的や対象が類似している財政教育と金融経済教育において、アンケートの特徴は次のとおりです。

財政教育

【授業の目的】

・日本の財政への理解

【アンケート目的】

・授業の質の向上

・効率的な運営による持続性の向上

【アンケートの特徴】

①授業実施の前後でのアンケート

→授業効果の検証が可能

②授業実施の諸条件（授業時間や授業コマ数、生

徒の人数や学年等）に関するアンケート

→授業実施の諸条件による、授業効果の差異の

検証が可能

金融経済教育

【授業の目的】

・金融リテラシーの向上

【アンケート目的】

・授業の質の向上

【アンケートの特徴】

①授業実施の前後でのアンケート

→授業効果の検証が可能

4頁

①は授業後に授業前の状態を、②は同等の諸条件に関する質問項目を追加する。

（想定される検証効果に対する学校現場の負担を勘案）



モデル授業案 年金（標準型） モデル授業案 医療（標準型）

知識・技能に関する学習項目

思考力・判断力・表現力

に関する学習項目

アンケートで質問する
学習項目

➢各授業モデル案における、学習指導要領が示す学力である「知識・技能」と「思考力・判断力・表現力」に対応
する主要な学習内容を抽出（下図の背面黄色部）します。

各モデル授業の学習内容より、アンケート質問項目を抽出（例）

5頁



アンケート調査票案（生徒向け）

➢下図に生徒向けのアンケート調査票の例を記載しています。教員の回収負荷軽減としてＷＥＢ形式でのアンケー
トを予定しています。また生徒からの回収率向上のためPCの他、スマートフォンでの回答も可能とする予定です。

6頁

【学力形成】
各モデル授業より抽出

選択式（４段階）

生徒向けアンケート例（医療：モデル授業①の場合）

✓質問No前の「＊」は必須回答。
✓WEBアンケートツールとして「SurveyMonkey®」での例を記載しています。
使用ツールは変更する可能性があります。

（授業への評価）
過去アンケート相当

記述式

【行動変容】
質問項目⑤-a

選択式（４段階）と記述式

（制度への評価）
過去アンケート相当

記述式

※質問No2で設定する学習内容は、実証校等での指摘により、変更する可能性があります。

（制度への評価）
過去アンケート相当
選択式（４段階）

【教材評価】
過去アンケート相当
選択式（４段階）

【学力形成】
質問項目④-a
選択式（４段階）



アンケート調査票案（教員向け） １／２

✓WEBアンケートツールとして「SurveyMonkey®」での例を記載しています。 使用ツールは変更する可能性があります。

➢下図に教員向けのアンケート調査票の例（医療：モデル授業①）を記載しています。

7頁

※質問No3で設定する学習内容は、実証校等での指摘により、変更する可能性があります。

【教材評価】
質問項目①-a,b

選択式（４段階）と記述式

【教材評価】
質問項目②-a,b

選択式（４段階）と記述式

【教材評価】
各モデル授業より抽出
選択式（４段階）と記述式

【教材評価】
過去アンケート相当

記述式

教員向けアンケート例（医療：モデル授業①の場合） 1/2



アンケート調査票案（教員向け） ２／２

➢下図に教員向けのアンケート調査票の例（医療：モデル授業①）を記載しています。

8頁

【教材評価】
過去アンケート相当

記述式

（授業実施の諸条件）
類似アンケート相当

記述式

（制度への評価）
過去アンケート相当

記述式

（授業への評価）
過去アンケート相当

記述式

教員向けアンケート例（医療：モデル授業①の場合） 2/2

✓WEBアンケートツールとして「SurveyMonkey®」での例を記載しています。 使用ツールは変更する可能性があります。


